
切　花　・　鉢　花　の　１　２　月　の　見　通　し

　切　花（愛知名港花き地方卸売市場　　１２月３日現在）

2019年 ２，３４８ ５５
実 2020年 １，６４８ ５５

2021年 ２，１９８ ６０
績 2022年 ２，０３８ ６７

2023年 １，８３６ ７１

２，０１４ ６１

１，８５０ ６５

概
　
要

2019年 ２，０７９ ３３
実 2020年 １，７２６ ３１

2021年 １，９５８ ３２
績 2022年 １，６３８ ３８

2023年 １，９５８ ３２

１，８７２ ３３

１，７００ ４０

概
　
要

2019年 １，４２７ ４０
実 2020年 ９７６ ３５

2021年 １，３１７ ４８
績 2022年 １，１３１ ５０

2023年 １，１７５ ５０

１，２０５ ４５

１，１５０ ５０

概
　
要

2019年 １７０ ８９
実 2020年 １３１ ７０

2021年 １９１ ９２
績 2022年 １６８ ９４

2023年 １６６ １１０

１６５ ９２

１６０ １１０

概
　
要

2024年見通し

　和歌山、高知、熊本から入荷。定植後の気温高から短径開花となっており、枝のカスミ
ソウの入荷は多くなさそう。年末は極端に減少することなく推移する見込み。

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

　沖縄中心の入荷。夏場の暑さの影響を受け、生育が良くない状況であるが、中旬以降は
予約相対も始まり、入荷量は伸びてくる見込み。ピークは23～25日販売が見込まれる。

５ヵ年平均

2024年見通し

カ
ー

ネ
ー

シ
ョ

ン

か
　
す
　
み
　
そ
　
う

　愛知、輸入が中心。朝夕の冷え込みにより、暖地の軟弱さが少しずつ解消され、しまっ
た物が出てくる。大きな波はなく、平年よりわずかに少ない入荷となる見込み。

５ヵ年平均

小
　
　
ぎ
　
　
く

品
目

輪
　
　
ぎ
　
　
く 　愛知、沖縄、三重から入荷。上旬は入荷量少なく推移し、強い相場の見込み。中旬以降

は入荷量も増えてくるが、年末需要に向けて価格安定し、動きも良い見込み。

　　　　　区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

５ヵ年平均

2024年見通し

単位：千本、円／本
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2019年 ３４６ １９３
実 2020年 ２２９ １８９

2021年 ３０８ ２２６
績 2022年 ２８０ ２３３

2023年 ２９５ ２３０

２９２ ２１５

２８０ ２３０

概
　
要

2019年 ５４６ １０５
実 2020年 ３０１ １０６

2021年 ４２２ １４４
績 2022年 ３５９ １４９

2023年 ３９５ １５０

４０５ １３０

４００ １５０

概
　
要

2019年 ５９５ ９４
実 2020年 ４９７ ８７

2021年 ６７４ １０８
績 2022年 ６０７ １０７

2023年 ７５９ ８９

６２６ ９７

６５０ ９０

概
　
要

2019年 ２，９５２ ５６
実 2020年 ３，８７３ ５７

2021年 ２，７８９ ８５
績 2022年 ３，７８３ ７２

2023年 ３，９２４ ７０

３，４６４ ６７

３，７００ ７０

概
　
要

2024年見通し

　茨城、兵庫、愛媛、和歌山、静岡及び長野から年末商材が入荷する。年末用の雪柳は昨
年より順調な出荷となりそう。桜は平年通り。ボケの「舞姫」は順調だが、「あかね」は
不調となっている。高温が続き休眠が不十分で、年末に開花が間に合うか懸念される。獣
害で枝折れも多い。

品
目

　　　　　区分
実績等

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　高知、鹿児島、静岡、愛知の国内産、輸入品が入荷。コチョウランは年末に向け、輸
入、国産ともに増加。カトレアは大きな山なく、平年並。デンファレは前年より入荷は増
加、下旬にかけ引き合いも強くなる。オンシジウムは前年より減少気味に推移。シンビジ
ウムは国産品が徐々に増加するが、高温が続いた影響で下位等級が多め。下旬にかけて全
般に引き合いが強くなる。

ば
　
　
　
　
　
ら

５ヵ年平均

2024年見通し

　愛知、岐阜、三重、輸入が入荷。平年よりやや多い入荷を見込むが、11月後半の冷え込
みにより抑制がかかる可能性がある。クリスマスが週中(水曜)ということで消費動向が読
みづらい。

ゆ
　
　
　
　
り

５ヵ年平均

2024年見通し

　高知、宮崎、埼玉、新潟、鹿児島からの入荷。オリエンタルは10,11月の気温高により
前進気味の出荷となっている。今後の冷え込みにもよるが、年末需要期より早めにピーク
を迎える可能性がある。

枝
　
　
も
　
　
の

５ヵ年平均

洋
　
　
ら
　
　
ん

単位：千本、円／本
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　鉢　花（愛知豊明花き地方卸売市場　　１１月２７日現在）

2019年 １０，３８０ ９４４

実 2020年 １０，０７６ １，０９８

2021年 １１，０４４ １，１８６

績 2022年 ９，２８０ １，４２２

2023年 ９，２１６ １，１９５

９，９９９ １，１６４

９，０００ １，１１１

概
　
要

2019年 １２，２７１ ４４３

実 2020年 ８，４３６ ４６９

2021年 １０，１９３ ４８５

績 2022年 １０，０００ ４８０

2023年 １０，２０８ ５０８

１０，２２２ ４７６

９，８００ ５１０

概
　
要

2019年 ５４０，４２３ ４１５

実 2020年 ４２７，０６２ ４４８

2021年 ４２２，５３０ ４５９

績 2022年 ４８９，３５５ ３９２

2023年 ４６４，１７６ ４０３

４６８，７０９ ４２２

４５０，０００ ４５０

概
　
要

シ
　
ク
　
ラ
　
メ
　
ン

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は６号は減少、５号以下は前年並か。販売に関しては年々６号は厳しく、単価が
下がってきているが、１、２入共に@2,500-1,800クラスの引き合いが強くなる見込み。５
号は３、４入@1,300-1,200の良品、５入@800-600クラスの引き合いが強くなる。ガーデン
シクラメンは12月に入ると良品が少なくなるので、早めの注文が必要。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（27.0％）、２位群馬
（20.6％）、３位岐阜（9.8％）となっている。

シ
 
ャ

 
コ
 
バ
 
サ
 
ボ
 
テ
 
ン

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量はやや減少か。高温で開花が早まっており、12月上旬の出荷分が11月末に前倒し
となる。５号中心の出荷になり、６号以上が品薄になる見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位埼玉（60.8％）、２位愛知
（38.9％）、３位新潟（0.3％）となっている。

品
目

ド
　
ラ
　
セ
　
ナ
　
類 　入荷量は前年よりわずかに減少か。円安の影響は大きく、輸入原木高騰で作付が減少し

ており、大鉢(10号)が特に減少し、８号以下がメインとなる。５号、６号での生産は変わ
らずの傾向となる見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（73.6％）、２位鹿児
島（6.7％）、３位沖縄（6.1％）となっている。

　　　  区分
実績等

５ヵ年平均

2024年見通し

入荷量 卸売価格 前年及び本年の入荷量・価格の動き

単位：鉢、円／鉢
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2019年 ８６，６０２ ２，２６２

実 2020年 ８３，６４７ ２，２６７

2021年 ７１，３０６ ２，５９４

績 2022年 ７８，８９８ ２，３９４

2023年 ６０，０１５ ２，４８１

７６，０９４ ２，３８７

６０，０００ ２，４６７

概
　
要

2019年 １７，６７８ ２０８

実 2020年 １７，７６２ ２４４

2021年 １８，７５９ ２５２

績 2022年 １５，２３４ ２３４

2023年 １２，７９８ ２９２

１６，４４６ ２４４

１２，０００ ２９２

概
　
要

2019年 ４６５，５６９ ４４

実 2020年 ４１３，８９３ ４０

2021年 ３９４，８６７ ５０

績 2022年 ３８２，２９７ ４２

2023年 ３４５，６８８ ６３

４００，４６３ ４７

３３５，０００ ６０

概
　
要

シ
　
ン
　
ビ
　
ジ
　
ウ
　
ム

５ヵ年平均

品
目

　　　　区分
実績等

入荷量

カ
　
ラ
　
ン
　
コ
　
エ

５ヵ年平均

パ
　
ン
　
ジ
　
ー

前年及び本年の入荷量・価格の動き

５ヵ年平均

2024年見通し

　入荷量は前年よりやや減少か。作付け減少、開花待ちや11月前倒し出荷傾向から良品商
品不足が予想される。価格は平年並か高値傾向の見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（24.8％）、２位奈良
（23.5％）、３位三重（11.3％）となっている。

2024年見通し

　入荷量は前年並か。夏の猛暑により良品が少なく、出荷できる商品が減っている。開花
も遅れているので、12月上旬のギフト需要期に品薄感が出そう。しかし、開花が遅れてい
る分、年末までは出荷は潤沢にある見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位愛知（63.3％）、２位三重
（6.8％）、３位徳島（6.2％）となっている。

卸売価格

2024年見通し

　入荷量はかなり減少か。高温障害の影響が若干残っており、減少の見込み。４号鉢を中
心に中値安定で推移すると思われる。中旬以降は年末年始売りの需要が見込まれ、４号、
６号の定番商品と各サイズの八重咲き種中心に品薄の見込み。
　前年12月の主要県の入荷実績は、金額ベースのシェアで１位岐阜（56.1％）、２位埼玉
（38.8％）、３位熊本（3.3％）となっている。

単位：鉢、円／鉢
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